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第９回「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」
～世代と国境をこえた継承－核兵器の禁止へ～

プロジェクト概要
●概　要　　　　　

　NGOピースボートでは、２００８年より「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」を行っています。

これまでに１６０名以上の被爆者とともに地球を周りながら、「核なき世界」へのアピールを

してきました。そして今夏、第９回目となる「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」（２０１６年

８月１８日（木）～２０１６年１１月２９日（火））が横浜港を出航します。

　今回の航海では、被爆者５名（広島２名・長崎３名）が世界２１カ国２５寄港地を訪れ、証

言活動を通して核廃絶を訴えます。あわせて、被爆二世1名と継承者1名が被爆者とともに証言

活動に参加します。彼らは、直接の被爆体験をもちませんが、家族からの話や広島市の伝承者

養成研修を受け、証言するようになった方々です。また、核なき世界の実現のために行動して

いく若者として２名の「ユース特使」も乗船します。これらの参加者は、日本政府の「非核特使」

または「ユース非核特使」として活動します。

　今回の航海は、「世代と国境をこえた継承－核兵器の禁止へ」をテーマにします。核兵器

の非人道性に対する国際的な関心が未だかつてない高まりを見せる中、オバマ米大統領の広

島訪問もまた、国際世論を喚起することに寄与しました。この流れを引き継ぎ、被爆者と被爆

二世・継承者、ユースが協力しあい、世代と国境をこえてバトンをつなぎ、次世代に続く流れ

を築くほか、各寄港地で平和首長会議や核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）と連携し、核兵

器禁止条約への機運を促進します。

●趣　旨

　第二次世界大戦終結から７０年が経過し、被爆者の平均年齢は８０歳をこえました。原爆や

戦争の記憶は薄れ、日本では戦争を肯定するような言論や新たな軍事化の動きさえ出てきま

した。危険な核の拡散も進んでいます。

　その一方で、核兵器の非人道性に対する国際的な関心は高まっています。核をもたない国々

が主導して、核兵器を禁止しようという大きな潮流が生まれています。広島・長崎そして福島

を経験した日本の私たちが世界に向けて発信し行動することが、この流れをさらに強くして

いくものと考えています。

●期　間

２０１６年８月１８日（木）～２０１６年１１月２９日（火）　横浜発着　計１０４日間

（第９２回ピースボート「地球一周の船旅」）
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●主催団体　　

ピースボート

●参加被爆者　　５名　（広島被爆２名／長崎被爆３名、男性２名／女性３名）

深堀 讓治（長崎）、　深堀 俊子（長崎）、　森川 高明（広島）、　田河 豊子（長崎、

坂下 紀子(広島）　

●参加被爆二世・継承者　２名　　

東野 真里子（広島被爆二世）、　橘 光生（継承者）

●参加ユース　２名　

山崎 御園（東京都出身）、　寒川 友貴（兵庫県出身）

●寄港地関連活動　（例）

1. インド（９／３（土））

　　現地市民団体受け入れのもと証言・交流会などを実施します、核保有国インドで核廃絶を目

指す人々から学び、核廃絶に向けた機運を高めます。

2.　レイキャビク（アイスランド）（１０／１１（火）ー１３（木））

　　レーガン米大統領とゴルバチョフ・ソ連書記長が「核兵器の全廃」を議論した歴史的なサミッ

トから３０周年を迎えるレイキャビク（アイスランド）を訪れ、記念行事を行います。

3.　ニューヨーク（米国）（１０／２１（木）ー２２（金））

　　国連総会第一委員会開催中のニューヨークに寄港し、核兵器禁止条約の交渉開始を訴えます。

4.　ハバナ（キューバ）（１０／２６（水）ー２７（木））

　　２０１５年７月に歴史的な国交回復を果たした米国とキューバ双方を訪問し国際協力と平和

の大切さを訴えます。

●船内での活動

ユース特使を中心に、証言の継承のあり方を考え実践するワークショップや、原爆と世界の諸

問題をつなぐ学習会などを企画します。

　

●後　援　　　　　

広島市　／　長崎市　／　平和首長会議 　／　日本原水爆被害者団体協議会　　

公益財団法人広島平和文化センター　／　公益財団法人長崎平和推進協会

●連絡先

ピースボート　（担当：佐久間高志、渡辺里香）

〒１６９－００７５　東京都新宿区高田馬場３-１３-１-Ｂ１

ＴＥＬ：０３-３３６３-７５６１　／　ＦＡＸ：０３-３３６３-７５６２
MAIL：info@peaceboat.gr.jp
http://www.peaceboat.org/projects/hibakusha/


